
事業の背景・目的

【事業名】 外来種防除による旧品井沼周辺ため池群の自然再生
（宮城県大崎市） 【団体名】旧品井沼周辺ため池群自然再生協議会

令和2年度 生物多様性
保全推進支援事業

実績報告書別紙10－６

ア 外来種防除事業
①オオクチバスの防除
・バス侵入監視パトロール❶
・ため池等でバス生息調査
②アメリカザリガニの防除
・捕獲ツールの改良と導入❷
・住民が捕獲技術を実習
しながら周年捕獲❸。

イ 生息環境復元・
効果検証事業
①環境復元活動
・人工水草設置で水生昆
虫を、プラスチックネッ
ト敷設❹で二枚貝を保護。
②ため池と川のモニタリ
ング：住民や小学生によ
る生き物調査❺で復元効
果を検証。

ウ 保全体制強化事業
①シンポジウム開催
・全国シンポジウム（10月）と
地域研修会（2月）をWEB開催❻
し成果発信。
②後継者育成学習会など開催
・小中生60名が現地観察会参加。
・シナイモツゴ里親の小学生100
名が放流会に参加、里山ため池
の環境保全推進をアピール❼。

事業の内容

①川で少数のオオクチバス侵入を確認、生
息調査継続とパトロールが必要。
②捕獲装置の改良により捕獲効率が向上。
住民によるアメリカザリガニの捕獲で中規
模ため池（2,000ｍ2）の低密度化を実現❶、
継続実施し復元効果を検証。R3年に大規模
ため池（35,000ｍ2）❷の実証実験を計画。
③試験池の人工水草へ水生昆虫の蝟集が見
られた❸ので、設置規模を拡大し、復元効
果を精査する必要がある。

④小中高校生対象の生き物観察
会❹では、採集者が多いため精
度の高いモニタリング結果が得
られた。
⑤シンポジウムのWEB開催では
開催期間中に全国から3,000回以
上の視聴があり、高い情報発信
能力が確認された。コロナ終息
後も会場開催と併用することで
啓発効果の向上が期待される。

旧品井沼周辺た
め群：絶滅危惧
種シナイモツゴ
❶とゼニタナゴ
❷が生息。大崎
市天然記念物、
重要湿地500指定。

1995年からブラック
バスがため池で繁殖。
2002年から池干し❸
でバス駆除。シナイ
モツゴの生息池を増
やし、小川ではウナ
ギも出現した❹。

アメリカザリ
ガニ成体を捕
獲する連続捕
獲装置❻と小
型幼体を捕獲
する人工水草
❼を開発。

オオクチバスと
アメリカザリガ
ニを同時に長期
継続して防除す
る住民主体の体
制構築をめざす。
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ブラックバス減少
に伴いアメリカザ
リガニが増加。二
枚貝が減少❺、ゼ
ニタナゴや昆虫が
激減、絶滅必至の
状態に陥っている。
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得られた成果


